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NASA Goddard Institute for Space Studies 
GISS Surface temperature analysis web site (http://data.giss.nasa.gov/gistemp/) 

NASA Earth Observatory web site “Global Warming”
(http://earthobservatory.nasa.gov/Library/GlobalWarmingUpdate/) 

->  Polar Amplification !! 

[IPCC WG1 AR-4, 2007]
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Asahi Shinbun, 17 Aug. 2007
Top page…

Asahi Shinbun, 1
7 Aug. 2007, page 26

September sea ice extent [Updated Inoue and Kikuchi (2007,JMSJ)]

Minimum ice extent in September
1979~2000: 7.0 x 106 km2

2005: 5.3 x 106 km2

2007: 4.2 x 106 km2
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After Stroeve et al. (2007, GRL)

Arctic Sea ice is now decliningArctic Sea ice is now declining
faster than any forecasts faster than any forecasts 

2007
4.2 million km2

IPCC model平均

実際の北極海の
9月の海氷面積
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海
氷
の
厚
さ

1958-76 1993-97

北極の海氷(衛星と潜水艦の観測）
面積・厚さとも減少(面積は特に夏）

2002年9月

気
候
値
の
氷
縁

1980 2005

潜水艦ソナーの観測

Rothrock (1999)

Comiso (2006)

夏の海氷面積

-9%/10-yr

2）大気―海洋間の断熱材
海氷は断熱材として働き、大気と海洋間の熱交換を大きく抑制する。従って、

海氷の有無・変動は海洋・大気間の熱輸送に大きな影響を与える。これもよっ
ても正のフィードバックが働く。

1）高アルベド（日射に対する反射率が大きい）
海氷は、通常白い雪が載っているため、日射の６～７割を反射する。これに

対して、海水は黒っぽいため日射の１割しか反射しない。いったん海氷が増え
ると多くの太陽エネルギーを反射するため寒冷化させることになり、寒冷化す
ると海氷がさらに増えるという正のフィードバックが働くことになる。このよ
うに海氷は、ある地域ひいては地球の気候を大きく変える可能性がある。
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季節海氷域での

海氷融解

日射

開水面

底面・側面
より融解

アルベド

開水面：0.06
海水　：0.7

1990年12月南極昭和基地沖

アルベドフィードバック

アイスアルベドフィードバック：一旦何らかで海氷面積が増加すると、海氷面は日射の
反射率(アルベド)が高いため、熱の吸収が減り、ますます海氷が増加するという正の
フィードバック効果。積雪や氷床についても同様のメカニズムが働く。

アイスアルベドフィードバック：一旦何らかで海氷面積が減少すると、開水面は日射の
反射率(アルベド)が低いため、熱の吸収が増え、ますます海氷が減少するという正の
フィードバック効果。積雪や氷床についても同様のメカニズムが働く。オープンウォータアルベドフィードバック
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朝日新聞　平成18年7月26日
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地球シミュレーターによる温暖化予測実験

(2071～2100平均気温)－(1971～2000平均気温)

北極域が特に昇温→アイスアルベドフィードバック？
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Nakanowatari et al., 2007
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2.1°C/50年

冬

Serreze et al. [2000]
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中層水温のトレンド 中層溶存酸素のトレンド

オホーツク海

オホーツク海

親潮

親潮

西部亜寒帯
西部亜寒帯
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中層水温のトレンドマップ
• 27.0σθ面(等密度面）での平均水温
• オホーツク海を中心に昇温化が広がっている。
• 0.5度/50年
• 西部亜寒帯循環に沿って拡大
• 黒丸（大）は99%、黒丸（小）は95%の信頼限界で有意



12

2007年9月7日


